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早いもので、新型コロナウイルスが猛威を振るい始めて一年が経ち、人々の日常生活を完全に変えた。寒

い季節に入って、再び世界中で感染者数が急増している。最近、我々日本在住の外国人の多くが、ある一つ

のニュースに心を痛めたのではないだろうか。日本政府は、新型コロナウイルスの変異種が確認されたこと

を受けて、全世界からの外国人の新規入国を停止した。2020 年 8 月中旬以降、外国人の入国が緩和され

て、職場では新しい外国人研究者を受け入れてきたので、私も近いうちに、実家に帰ったり、海外調査に出

かけたりすることができると期待していたさなかのことであった。 

 

2020 年 3 月初旬に私は研究調査と学会参加のため、アメリカへ渡航した。すでに中国をはじめとするア

ジア地域（そしてイタリア）で感染が拡大していた頃であったが、アメリカではまだ特に入国禁止措置が取

られている状態ではなく、学会も中止されていなかったため、渡航を決行した。アメリカに着いた一週間目

は図書館などに問題なくアクセスできたが、3 月 15 日頃から各大学が閉鎖となり、外出自粛の要請も出さ

れた。その後、私は毎日、日本の外務省のホームページで入国制限の最新情報を注視しつつ、航空会社に予

定より早い便に変更してもらえないか、連絡し続けていた。幸か不幸か、入国制限がかけられるまでには帰

れたが、公共交通の利用禁止や 14 日間の自宅隔離が求められ始めた当日に日本に着いた。帰国前の不安や

焦りに満ちた日々をいまだに鮮明に覚えている。日本に自宅があるのに、外国人だから家に帰れない、家族

と会えないということが、自分の友人に大きく影響を与えたためである。 

 

「何かある時、日本で一番早く見捨てられるのは外国人だよね」 

「それはどこの国でもそうでしょう」 

 

最近のニュースを見て家族に愚痴を言った時に、このように返された。確かに、現代社会は国民国家の枠

によって形成されて、その中の一人ひとりは基本的には特定の集団に属して、その所属によって色々と規定

されてしまうのだ。もちろん、どの国にも所属しない難民や複数の集団に所属する多国籍者も存在して、実

像はさらに複雑だ。多くの人にとっては、自国を離れ他国に行くと、通常は人口的なマイノリティーとなら

ざるを得ない。肌の色や話す言葉などでマジョリティーとの明確な違いがある場合、さらに目立つこととな

る。これによって、誤解されたり、差別を受けたりすることがありがちだ。特に、昨今のコロナ禍のような

有事の際は、マイノリティーが置かれる厳しい環境がさらに浮き彫りになる。 



 

3 月にアメリカにいた際、私は感染拡大していることが分かっていても、外出時にマスクを付けなかっ

た。現地でのトラブルを回避するためだった。その頃、世界中でアジア系の人がマスクを付けていること

で、ウイルスだと言われたり、時に暴力を振われたりしたことが、しばしばニュースで報じられた。 

 

カリフォルニアの民間団体や大学関係者が立ち上げた、アジア系アメリカ人や太平洋諸島出身の人々に対

する暴力事件を申告するプラットフォーム STOP_AAPI_HATE には、3 月中旬のオープンから 8 週間で

1843 件ものコロナ関係の差別事件の申告が寄せられた。中には身体的暴力が 8.1％を占めている。差別の

理由として、17.5％の回答者はマスクまたは服装と述べている。このような世界中のアジア系に対する差別

を情報収集、分析、発信しているプラットフォームとして、他に、海外在住の中国系研究者が運営する

Sinophonia_Tracker やオーストラリアの民間団体が進める I_Am_Not_a_Virus キャンペーン等々がある。

SNS 上でも JeNeSuisPasUnVirus のハッシュタグに注目が集まっている。 

 

◇STOP_AAPI_HATE 

https://stopaapihate.org/about/ 

◇Sinophonia_Tracker 

https://sites.google.com/view/sinophobia-tracker/home 

◇I_Am_Not_a_Virus 

http://diversityarts.org.au/not-virus-report-story/ 

 

これらは全て中国系をはじめとするアジア系の人々の処遇に目を配るものである。一方、同時期に、中国

の広東省に居住するアフリカ系移民が大家に強制的に退居され、感染してないのに隔離されたことが報道さ

れた。もう少し調べたところ、インドでも例えば北東部出身で肌の色が中国人に近いモンゴロイド系の人、

そして社会的に少数派であるムスリムへ差別や暴力が向けられている。いずれも社会のマイノリティーであ

る。しかし、差別は感染症によって作り出されたものではなく、既存の差別問題が感染症によってさらに露

呈されたのだ。危機時に自分の集団に所属しないと思われる人々を排除し攻撃することは、歴史的によくあ

ることである。関東大震災後の朝鮮人殺傷事件や、9.11 アメリカ同時多発テロ事件後の非イスラム教国で

の人口的少数であるイスラム教徒に向けられた敵意が想起される。 

 

しかし、マジョリティーやマイノリティーとは、実は非常に流動的で、時間や空間が変わると入れ替わる

ものだと思う。日本社会に暮らしている自分は外国人として確かにマイノリティーだが、日本在住の外国人

のなかでは中国人はマジョリティーである。日本人とは外見のみではほぼ見分けられないため、日本語を上



手に話せば、うまくマジョリティーである日本人にカモフラージュすることもできる。もしかすると、日本

国籍を持っているハーフの日本人よりも日本人と思われやすく、疎外感を感じにくいかもしれない。そう考

えると、国籍や肌色といった一見明確そうなカテゴリー付けも実は非常に恣意的なものだと感じる。 

 

新型コロナが世界中で広がっている中、最近ではあまり特定グループを敵視することが報道されなくなっ

た。しかし程度の差はあれ、どの国や地域でも起こっていた他人化（othering）の現実を簡単に忘れてはな

らない。世界規模のパンデミックはいずれまた発生するかもしれないし、人類は色々な災害に直面するだろ

う。その時、今回のコロナの経験を振り返った上で、人々がより寛容でいられるようになればと願う。 


